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令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

 令和７年９月１２日（金）№１ 

質問議員 質  問  事  項 

山坂 賢太 

新 政 会 

甲斐市公共施設等総合管理計画の現状と今後の方針について 

（１）機構改革による新たな取組み体制について 

（２）老朽化施設への対応について 

（３）市民や利用者の視点を踏まえた取り組みについて 

（４）今後の施設の在り方と持続可能な運用について 

投票率向上に向けた支援策について 

（１）低下傾向にある投票率の現状とその要因および課題について 

（２）投票率向上に向けた新たな取り組みについて 

（３）期日前投票の利便性向上について 

（４）期日前投票の周知・啓発活動について 

（５）若年層の投票率向上に向けた施策について 

加藤 敬徳 

公 明 党 

スクールソーシャルワーカーについて 

（１) スクールソーシャルワーカーと並び、児童生徒の抱える問題を 

支援するスクールカウンセラーがあるが、その役割の違いは何か。 

（２）支援が必要な児童生徒が増加しているが、本市においてはどうか。 

（３）スクールソーシャルワーカーが支援に係る案件の年間数と推移は。 

（４）スクールソーシャルワーカーの問題点として、配置頻度の低さが 

挙げられており、教員との連携が難しいと言われている。教員、ス

クールソーシャルワーカーへのアンケートでは週５日が望ましい

との回答が多かった。本市に於いての現場の声はどうか。 

投票を諦めないために 

（１）今回の参議院選挙と前回の参議院選挙及び昨年の衆議院選挙との 

比較は 

（２）投票率が向上することについて本市はどのように考えるか。 

（３）本市での期日前投票は前回の参院選、昨年の衆院選と比較し推移は 

どうか。 

（４）入院や施設へ入所している方は、どうすれば投票ができるか。 

（５）本市において、介護や障がいなどで支援が必要な方の投票率は。 

（６）期日前投票に行きたいが、投票所までの移動手段がない方が投票を 

諦めないよう、投票所を増やす、あるいは車両などの移動投票所を 

設けたらどうか 

 

 

 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

令和７年９月１２日（金）№２ 

質問議員 質  問  事  項 

山本 英 

創政甲斐 

クラブ 

公園の現状及び今後の活用方針について 

（１）市内都市公園は、個性や特色が感じられないが市の見解を伺う。 

（２）既存の都市公園に、明確なテーマを持った再整備を行う考えはあ

るか。 

（３）開発内公園は自治会が管理しやすい状態にすべきと考えるが市の

見解を伺う。 

（４）釜無川レクリエーションセンター廃止後の跡地は、県からの無償

貸与となる可能性があるのか伺う。 

（５）公園や河川敷などの公共施設を利用し、地域活性化の一環として

ドローンショーや夜間イベントを開催する考えはあるか伺う。 

災害対策について 

（１）自主防災組織（自治会）への補助制度とその周知方法について。 

（２）指定避難所の職員配置と開錠体制について。 

（３）災害時のため整備した、水循環型シャワーの運用方法について。 

（４）河川の取水口にある水門の開閉体制について。 

若尾 彰子 

甲斐のさくら 

保育園の環境整備 

（１）公立保育園の ICT 導入状況 

（２）ICT にかかる予算と財源 

（３）私立保育園の ICT 化の状況 

（４）本市保育園 ICT 化事業の評価 

（５）保育園の熱中症の発生状況 

（６）熱中症への対策 

（７）熱中症対策の中長期的な方針 

平時からの防災対策 

（１）自主防災組織の現状 

（２）避難行動要支援者の登録状況 

（３）個別避難計画の策定状況 

（４）協定を締結している福祉施設の運営について 

（５）防災 DX の今後の予定、課題 

（６）物資備蓄品の公表予定 

（７）避難所利用者以外への支援 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

 令和７年９月１６日（火）№１ 

質問議員 質  問  事  項 

清水 和弘 

新 政 会 

消防団活動について 

（１）本市における火災発生の件数推移を伺う。 

（２）団員の加入促進について伺う。 

（３）女性消防団員について伺う。 

（４）多様な人材の活用について伺う。 

（５）消防団員の働き方改革について伺う。 

（６）消防団員の報酬、処遇改善について伺う。 

（７）消防団サポート事業について伺う。 

（８）環境の整備を見直し、今後の取り組みについて伺う。 

（９）業務中の安全管理・装備について伺う。 

（10）大規模災害時、消防団と自治会、消防署の連携体制はどのように

構築されているか伺う。 

防災訓練について 

（１）防災訓練に関する所感を伺う。 

（２）防災訓練参加率について伺う。 

（３）自治体間の格差について伺う。 

（４）自主防災訓練時の事故補償について伺う。 

（５）家族防災の日制定について伺う。 

（６）アマチュア無線団体との連携について伺う。 

（７）企業・学校・福祉施設との連携について伺う。 

（８）シビルディフェンスについて伺う。 

 

 

 

 

 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

令和７年９月１６日（火）№２ 

質問議員 質  問  事  項 

樋口 孝之 

新 政 会 

企業誘致の現状と今後の対策 

（１）ルネサスエレクトロニクス(株)甲府工場の、現状及び今後の 

見通しについて伺う。 

（２）下今井地内の双葉地区拠点工業団地開発整備事業の進捗状況 

について伺う。 

（３）赤坂ソフトパークに予定している(株)サンリオの現在の進捗 

状況及び課題について伺う。 

（４）竜王駅北口の駅前広場に隣接する土地の取得に向けた現在の 

状況を伺う。 

甲斐市の人口減少及び少子化対策について 

（１）本市の人口減少対策をどのように考え進めていくか伺う。 

（２）子どもを望む世帯に対しどのような施策を講じているか伺う。 

（３）小児救急医療体制の整備をどのように進めていくか伺う。 

（４）第３次甲斐市総合計画、創甲斐教育推進大綱において、各学 

校に対しどのように取り組んでいるか、またその成果と課題 

点を伺う。 

（５）若者が住みやすい新たな視点の住宅対策について考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

令和７年９月１６日（火）№３ 

質問議員 質  問  事  項 

松井 豊 

日本共産党 

甲斐市議団 

物価高騰下で生活困窮への支援を 

（１）10 年前と比べ扶助費等はどう変化したか。 

（２）10 年前と最新の世帯数・人数・内訳について伺う。 

（３）ここ１年の相談者数・申請件数・保護決定件数と次の段階に至

らなかった理由、水際作戦ではないのか伺う。 

（４）母子世帯の世帯数・人員及び扶助費契約と実施状況について、

また母子支援のためにも実態を把握すべきだが伺う。 

（５）昨年末に民法が改正されたが、一人親世帯に対し周知されてい

るか、また新たな離婚案件についてどの様に周知するのか。 

（６）就学援助児童生徒数は子どもの貧困率を下回っている。市とし

て支援をすべきと考えるが伺う。 

（７）障害者優先調達推進法による市の調達額と役務額の 5 年前と最

近について、また増額の為の施策を伺う。 

（８）障害者就労支援 B 型の市内平均労賃はいくらか、 

また労賃支援について市の考えを伺う。 

（９）子ども食堂の実態と、市の支援があるのか伺う。 

（10）子どもの緊急食料支援事業の食料収集状況はどうか、また配付

状況についても伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

令和７年９月１６日（火）№４ 

質問議員 質  問  事  項 

松井 豊 

日本共産党 

甲斐市議団 

核兵器禁止条約への参加・原発・リニアなど 

（１）核兵器禁止条約が実効ある国際法となるよう、自治体の努力が

求められるが、市長の考えを伺う。 

（２）原発政策そのものを見直すべきと考えるが市長の考えを伺う。 

（３）見通しの立たないリニア計画そのものを見直すべきと考える

が、市長の考えを伺う。 

（４）北部環状線の計画はどうなっているのか、また、最近、インフ

ラ老朽化による事故・トラブルの多発からも、建設から維持・

管理に向かうべきと考えるが、市長の考えを伺う。 

（５）茅ケ岳東部広域農道の全通の日程について、また開通の伴う市

の施策・施設設計があれば伺う。 

廃屋・雑草・白線など生活環境の整備を 

（１）市では第３期空家等対策計画を行っているが、C、D 判定の空

家についてどの様な対応と改善がなされたのか伺う。 

（２）現在の空家 1,125 件についてどのような調査・相談・指導など

が行われているか伺う。 

（３）空地・空家の雑草、竹の繁茂について市に寄せられる訴えの件

数・指導・解決の件数について、また解決しない場合の対応に

つて伺う。 

（４）道路の白線が消えかかっている等の訴えがあるが、国道・県道・

市道についての対応は、またここ２年で改善された件数は。 

（５）矢木羽湖公園の桜の街路樹の管理等はどのように行われている

か、また公園管理計画についても伺う。 

 

 

 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

令和７年９月１６日（火）№５ 

質問議員 質  問  事  項 

谷口 和男 

日本共産党 

甲斐市議団 

予算編成においては、前年度決算の反映を求める 

（１）令和６年度決算の歳入額と令和７年度歳入予定額の差額が大き

くなる原因と、各部署からの予算要望を抑えてしまえば市民生

活に必要な予算が削減されてしまうのではないか、市長の考え

を伺う。 

（２）地方消費税交付金は、景気動向に左右されにくい安定財源では 

ないのか。 

（３）学校給食費無償化を今年もするべきではないか。 

（４）昼食を提供している学童保育数は全体の約２割とあるが、甲斐 

市では何らかの手立てを試みているか。 

公共施設 20％削減が、サービス低下にならないよう 

（１）公共施設等総合管理計画によると目標達成には学校教育系施設

以外を４割削減することになるが、どの施設を削減するのか。 

（２）総合管理計画では、「義務的経費が他の経費を圧縮せざるを得な

い」とあるが、見込みが違っているのではないか。 

（３）双葉保健福祉センターの用途廃止が提案され、医療救護所を屋外

開設とすることが検討されている。猛暑時、極寒時に屋外で大丈

夫なのか。 

（４）釜無川レクリエーションセンターと玉幡公園の統廃合は公共施

設削減目標を優先しただけの結果なのではないか。 

（５）甲斐市の提案は 40 年に満たない公共施設を廃止するようだが、

廃止ではなく大規模改修の時期ではないか。 

（６）「公共施設は本来住民の共有財産であり社会経済状況に合わせて

どのように活用するかは住民の判断に委ねられるべき」と考え

るが、総務省の意向を優先しているのではないか。 

（７）篠原地区公園において有料遊具等が増えれば、利用者が低迷す

る危険はないか。 

 

 



 

令和７年 第３回定例会 一般質問（質問要旨） 

令和７年９月１６日（火）№６ 

谷口 和男 

日本共産党 

甲斐市議団 

子どもの権利条約制定を議論しよう 

（１）市の差別的活動に対する対応を伺う。 

（２）学校教育においても多様性の尊重が必要だが、不登校児童生徒 

への対応を伺う。 

（３）ヤングケアラーや家庭内に居場所がない子に対する対策を伺う。 

（４）日本の子ども達の特徴として自己肯定感の低さがあるが、子ども

が自己肯定できるようにすべきではないか。 

（５）「子どもの基本条例」の制定を目指し、条例制定の勉強会、意見

交換会など企画できないか。 

金丸 寛 

無 会 派 

戦後８０年を迎えて 

（１）甲斐市では、平和教育をどのように行っているのか伺う。 

（２）国は核兵器禁止条約に署名も批准もしていないが、市はどのよ 

うにとらえているか伺う。 

（３）先の参議院選挙では、多党乱立の状況があったが、国会議員を 

経験された市長としてどのように感じているか伺う。 

メガソーラー設置地域の安全について 

（１）市はどの程度、現地の状況を把握しているか伺う。 

（２）地元の関係者との情報交換はされているのか伺う。 

（３）災害発生危険個所の点検に、普段からドローンの活用はされて 

いるのか伺う。 

米不足と国の農業政策転換 

（１）国は農業政策を転換し増産に向かうと発表したが市としては 

どのように受け止めているか伺う。 

（２）稲作、野菜栽培に最適な釜無川沿いの地域にもっと力を注ぎ、 

より活性化を計る計画はないのか伺う。 

（３）甲斐市の場合、大規模農業は現実的ではないが、市は現状と将 

来をどのように見ているか伺う。 

 


